


いよいよ年度も余すところ４ヶ月となりました。会長年度の３分の１を振り返って如何でしょうか。私も皆様と
同じ運命を辿っている者としていささか感慨を禁じ得ません。前半は地区委員会の方針会議、公式訪問、地区大会、
クラブ周年事業と今までに経験したことのない程多忙でございました。奥三河ＲＣという小柄ながら素晴らしい理
念をお持ちの、やがて 周年を迎えるクラブなどは合同例会が困難なので 名の例会に単独訪問を致します。例会
終了後は２時半から予定されている名古屋名東ＲＣの周年記念例会に馳せ参じます。東名高速の集中工事期間にあ
たり下道を走りに走って滑り込みます。運の悪いときには一日に４つの会議に呼ばれました。

そして後半も２月の中旬で、いま８分区のＩＭ，第２回目の各種クラブ委員長会議、そしてＩＡＣ，ＲＡＣ、ＲＹＬＡ
の年間総決算の大会、周年事業など前半の定例の会議より忙しいものになっています。これは予想以上のことでし
た。しかし地区委員会などは可能な限り出席して委員会の熱意に応えようと内心誓っております。

この地区委員会のロータリーに掛ける熱意は正直どこからわきあがってくるのでしょう。ロータリーのマジック
をつくづく感じずにはいられません。 地区のどの会合に出席させて頂いても裏切られることは一度もありませ
ん。とにかく現在この類い希なるヒーロー集団の真っ直中で働かせて頂くことが天のお恵みだと思って感謝してお
ります。

さて今期も終盤を迎え、どうしても気掛かりなことがあります。それはＣＬＰの取り扱いです。私は今期の始ま
る前から機会ある毎に ＣＬＰがクラブを救う”事を申し述べ、 一度はクラブ協議会レベルで勉強してみて下さ
い”と会長さんに御願い致しております。このことは何も今期のガバナーの責務でも何でもありません。 年
月に、次年度の始まる前までにはＣＬＰの検討をクラブでするようにと国際ロータリーからの指示がありました。
毎年のように地区研修リーダーの説明、地区チーム研修等の機会にＣＬＰが恐る恐る解説されていた事はあると思
います。

しかし私はガバナーをお引き受けするに当たっては、今期中には、必ずＣＬＰをお話ししてクラブで了解しても
らっておかないといけないと思うようになりました。それはクラブの次期会長にお送りする クラブ会長要覧”が
すべてＣＬＰに準拠した解説がなされているからです。ガバナー要覧もガバナー補佐研修の手引きも、地区委員会
要覧も同様です。次期地区急いでガバナー補佐研修会議もＣＬＰに関する検討時間も数次に亘り設けました。その
ようなわけでクラブでＣＬＰの意義と内容を理解していないとクラブは現在のロータリーのニュースさえも理解で
きなくなる現状に向かっています。そこで次年度の片山主水ガバナーエレクトと協議致しまして共通の認識のもと
に ＣＬＰについての地区見解”を年度の始まる前に各クラブにお示ししたところです。

このＣＬＰ案はさすがにＲＩが永年かかって、潰れたクラブ、機能を失ったクラブを検証したあげくクラブ活性化
の妙案としてクラブに示された５項目であるのでどのクラブにも等しく参考になると信じています。これらをクラ
ブの現状と比較検討するときには必ずなにがしかのクラブ運営管理のよりよいヒントを見いだすことになると確信
しています。その詳細はガバナー月信 月号、 月号に掲載してあります。公式訪問でもクラブに御願い致しまし
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た。訪問を終え些か驚いたのですが、 ％に近いクラブで検討が始まっていました。会長、
幹事さんはこれはお目通し頂きたいと思います。ご自分の責務についての指南書である ク
ラブ会長要覧”をどのようにお読みになっているのでしょう

現在世界のクラブでＣＬＰを実施率は ％に上ります。世界のクラブの７％、世界の会員
の８％を占める日本ロータリーが相変わらずマンネリの前年通りの運営で凋落傾向にある現
状をみるとき、変化に臆病であってなならないと考えています。ＣＬＰの検討にはクラブ細
則の変更なぞはあまり考えなくてもよいことです。それよりもクラブ管理運営は今がベスト
ですか。奉仕プロジェクトは地域のニーズに合っていますか。クラブの研修を受け持つ委員
会は機能していますか。増強はクラブ全体で検討していますか。クラブのプロジェクトが地
域に理解されていますか。地域から期待とあこがれを持たれていますか。会員が共通したクラブの未来像を思い描
けていますか。
ここでも 国際的スタンスで自己を評価出来ない”ロータリージャパンなのでしょうか。

高まりつつあるわが地区のＣＬＰについての検討をなさる時には次の５点だけは会長さんからクラブへ説明して
いただくと少しづつＣＬＰの真価が見えてくるかと思います。（この５項目に関しては前記のガバナー月信 月号、

月号をご参照下さい。）
１）ＣＬＰに関するガイドラインが難解である。はじめに委員会整理ありきの如き誤解。
２）ロータリーの魂である“職業奉仕”を奉仕プロジェクトの中で詳述していない誤解。
３）広報とはロータリーの公共イメージの高揚と世間への認知のことであることの理解。
４）奉仕プロジェクトが地域のニーズ、外国の地域のニーズにかなっているかの検証。
４）クラブ奉仕はクラブ内での自己研鑽とロータリー研修であることの再確認。
５）ロータリー財団の貢献がロータリアンに殆ど説明されていないこと、集金の運用が不透明であるという誤解。

財団の誇るべきプログラムへの無関心。

確かに私は自分でも今年度はＣＬＰにこだわっていると思っています。入れ込みすぎたとも思っています。しか
しガバナーは泥まみれになっても正しいことは皆様に御願いするのが責務です。実は私は、現状でよいと思ってい
るクラブと悠久のマンネリに気付いたクラブとの２極化がはじまり、２，３代先のクラブ会長さんにそれが重荷とし
てかかってくるように思っています。それが杞憂であるとしても今一度上記のごとき クラブの制度疲労”につい
てはご検討してみて頂くことが些かも無駄でないことを断言しておきたいと思います。

三分の一の会期を残した現在、ＣＬＰに限らず、クラブの期首の理事会で決定している目標設定が確実に進捗し
ているか、いつが達成時期か、そして残りの作業を会員にどう協力を得るか。少し早いようでもそんな仕上げをす
る時期を迎えていると思います。出来得たことが最善の結果ですが、達成感の大きな忘れがたい一年として頂きま
すことをに切にお祈りしております。

ガバナーメッセージ
― この誤解まみれの名案
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昭和 年のサンフランシスコ講和会議の吉田主席全権のような悲壮な面持ちで・・とでも言いましょうか。

新年のお屠蘇気分もないままあわただしく１月 日から～ 日までアメリカ・カリフォルニア・サンディエゴで

開かれた国際協議会に行ってきました。

国際協議会は、国内でこれに先だって行なわれるガバナーエレクト研修セミナーとともに、ガバナーエレクトが

来年度ガバナーに正式に就任するための必須の研修課程です。

開催地のサンディエゴはロサンゼルスから南へバスで２時間程のところにある軍港です。ちょうど世界のロータ

リー人口と同じ 万人の風光明媚な都市です。国際協議会はこれまでアメリカのレークプラシド、ボカラトーン、

ナシュビル、アナハイムなどで開催され 年位で会場を変えてきた訳ですが、サンディエゴ開催は今年で三年目で

す。

世界 余りの地区のガバナーエレクトがきちんと配偶者同伴で、上記の写真にありますように集まりました。

未確定の１地区を除き 人の日本のエレクトの最年長は 歳、最年少は 歳、平均年齢 歳。事業家 人、農業１

人、医師４人、歯科医師２人、僧侶４人、弁護士３人（珍しいことに東海４県愛知地区、岐阜・三重地区、静岡・

山梨地区の３人でした）公認会計士１人、税理士１人、薬剤師１人という職業分類でした。平均的に他国のエレク

トは５歳も 歳も若く、女性のエレクトも 名とかなりの比率でした。

さて、大会前日の午後、ロサンゼルスから途中野茂投手のいたドジャーススタジアムを見てサンディエゴに入り、

航空母艦ミッドウェー・７万トンの世界一周途中の豪華客船を車窓に見ながら、写真の協議会会場兼宿泊所のホテ

ル、マンチェスター・グランドハイアット・サンディエゴに到着。「前途三千里の思い胸にふさがりて」と玄関の

ドアを開けて入りましたら、「お疲れさま。ようこそ！」と流暢な日本語の声に感激。敵陣の友軍。一足先に正月

早々から準備で詰めておられる日本の役員の方々でした。このあと心細かった期間中大いに励まし助けて下さった

方々ばかりです、お名前を欠かす訳にはいきません。渡辺好政ＲＩ理事（岡山・児島）小沢一彦ＲＩ理事（神奈川・

横須賀）のお二方、元ＲＩ理事田中作次財団管理委員（埼玉・八潮）ずうっと指導いただいた安平和彦研修リー

ダー（兵庫・姫路）松本茂太郎研修リーダー（広島・福山）石黒慶一研修リーダー（山形・鶴岡）の三先生、配偶

者にはやさしくエレクトには厳しく目を掛けていただいた藤川享胤ＳＡＡ（山形・鶴岡）それに東京の日本事務局
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の大木さんらの方々でした。

第１日目の本会議はセレモニーから始まりました。ウイルキンソンＲＩ会長の歓迎の挨拶、国旗入場・展観、カ

ナダ・韓国の国歌、ＲＩ理事の紹介等に続き、ＲＩ会長エレクトの李東建氏夫妻の紹介（Ｄ．Ｋ．Ｌｅｅと紹介されまし

た）、いよいよ恒例の ～ 年度ＲＩテーマスピーチ。会場は一言も聞き漏らすまいと水を打った様に静まり、

その中をＤ．Ｋ．Ｌｅｅ会長エレクトは、ゆっくりと莊重に語り始め、会長エレクトである自分自身の責務とガバナー

エレクトの責務を説き、強調事項として本年度と同様、水、保健・飢餓、識字率の３つを継承しこの分野において

子供たちに光を当てて活動していただきたいと要請され、更に続けて、世界で今現在、避けられる筈の原因で毎日

３万人の子供達が命を落としている現実に向き合う時、健康で幸せに成長し人生を全うしたいと願っている子供た

ちの見果てぬ夢となっているその夢をどうしても叶えてやりたい。そしてそう願っている私の夢を実現したい。皆

さんも是非そのように邁進していただきたい。それ故に、

「ＭａｋｅＤｒｅａｍｓＲｅａｌ」「夢をかたちに」

を来年度のＲＩテーマとして高く掲げたいと結ばれた。

一瞬遅れて会場のあちこちから歓声が上がり、万雷の拍手となりスタンディングオヴェイションとなった。

興奮冷めやらぬ中、本会議を終えて、「ＭａｋｅＤｒｅａｍｓＲｅａｌ」「夢をかたちに」と反芻しながら、次に始まる

気の重いグループ討論の部屋に向かったことでした。

本会議は、午前午後に１回ずつ月曜日から土曜日まで毎日９時と２時頃に時間厳守で１分の狂いもなく開会され、

各理事・元会長等から、会員増強・ロータリー財団・新世代・ロータリーの公共イメージ等テーマ毎の講演があり

ました。我が渡辺理事の職業奉仕の重要性に関する講演、ジョナサン・マジィアベロータリー財団管理委員長エレ

クトの財団５つの目標の講演、取り分け「未来の夢計画」、スコット財団管理委員長のビルゲイツ財団とのポリオ

撲滅に関する同額拠出合意報告とその実現要請、本会議最後を締めくくるピチャイラタクル元ＲＩ会長のリーダー

シップのとり方と激励のスピーチ等が心に残るものでした。都合第 回本会議まで、グループ討論はこれらスピー

チ・講演に関連した問題について討論 までありました。

ＳＡＡが、誰が着席していないか誰が遅刻の常習犯か、配偶者は懈怠してないかと見て回っています。気の抜け

ない１週間の研修でしたが、肌で感じたことは、ウイルキンソンＲＩ会長を始めとしてＲＩの中枢の人達のロータ

リーを支えている「奉仕の精神」は、損得勘定抜きの対価のない純粋な奉仕の精神ではないかということです。日

本人の多くは、奉仕を頭で考え頭で理解し、奉仕の精神的・経済的な損得の了解と義務感・義理人情により奉仕の

理想を特定の場で適用しているのに対し、ＲＩの人達は、迸るばかりの情熱、自然に心に浮かぶごく自然な感情、

自然な人間愛により場所を選ばず奉仕の理想をごく

自然に語り自然に実践しているのではないかという

ことです。奉仕の純粋な最高度に昇華された精神状

態ではないかと思われたことでした。

何はともあれ、１週間の苦行を終えました。次年

度のための第１歩を踏み出した所です。研修で得ら

れたところを糧に精一杯ガバナー補佐・地区委員

長・地区幹事等皆さんの協力を得て、ロータリー愛

知 をこの１年運営していきたいと思っています。

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。



小牧ＲＣ創立40周年委員会合同事業
実行委員長 増 井 洋 生

この度、小牧ＲＣは創立 周年記念の年を迎え、重ねて、本年度、江崎柳節ガバナーを輩出する事が出来た

喜び多き年となりました。この慶事を記念して、クラブ奉仕委員会合同で、ＲＩテーマ「分かちあいの心」の

もとで掲げる「人道」というテーマに真摯に向き合うことを企画・立案いたしました。そして、地区テーマ

「違いをもたらそう」の思いのなかで、他の組織、団体との協調のなかで、ロータリークラブの奉仕活動の在

り方を提示することを思考いたしました。その結果、多くの方々、多くの組織・団体の善意あるご理解、ご協

力を得て、本日「人道に関する国際会議」を開催することが出来る幸運を得ることが出来ました。まずもって

ご協力、ご支援をいただいた皆様方、各位に厚く、感謝と御礼を申上げます。

この会議は、人道支援の方策を考えるものでは無く、「人道」とは如何なるものであり、「人道」の示す本質、

求めるものの意義を語り合い、探求しながら、その中から何らかの糧を得ていただき、参加して頂いた新世代

の若い方々が将来、自らが何らかの人道支援に関わる機会に出会った時、より良い人道支援の道標としていた

だければ大いなる幸いとするところであります。同時に、現代の荒廃した世相を表す悲惨な事件が日々新聞

ニュース等で報道されている現実に胸を痛めます。

私達小牧ロータリークラブは、そのような悲惨な現実に決して無関心や、傍観者でいてはならないことを心

に固く刻み、本会議のなかで、身近な「いじめ問題」「青少年の自殺防止」等、人権・人命の尊さを若い世代

と語り合い、今、隣で何かに悩み苦しんでいる友に、今日の参加者全員で、何らかの支援・声援が送れれば幸

いと考えます。
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私共地区世界社会奉仕委員会（ＷＣＳ委員会）は、

去る１月 日（月）から 日（土）６日間の日程に

て、 地区（タイ国チェンマイ）及びラオス（ル

アンプラバン）に訪問して参りました。

当地区からは、江崎ガバナー始め クラブから

名の参加があり 地区のロータリアンとの親睦を

深めることが出来有意義な訪問でありました。

第１日目は、チェンマイパークホテルにて、

地区の選抜された 名程の小学生への奨学金を贈呈

してまいりました。

この席上、 地区アヌワットプーワセイ ガバナーより、ＲＩ会長の方針の一つでもある「識字率向

上」が言われております。現在当 地区にあります愛知ロータリー奨学基金を通じ、山間部、農村部等

の子供達に対し使わせて頂きますと共に、 地区のロータリアンとの友好を深め今後も奨学金の友好な

活用を致して行きたいとのご挨拶がありました。

また、Ｄｒ．Ｓｕｍｉｎパストガバナーより、これらの援助は、 年経過（ 地区の援助の参加より８年

経過）しましたが、毎年 名位の小学生に贈呈しています。これからも、両地区のロータリアンの協力の

下で、喜ばれる奨学基金として長く継続して参りたいと考えております。

また、当地区の希望として今後 ～ 名位に渡したいと考えております。

これに対し、江崎ガバナーより、「分かち合いの心」の精神の基、「これからも長いお付き合いをしま

しょう」等の挨拶を致しました。また、江崎ガバナーより 万円の寄付金が 地区ガバナーへ贈呈され、

参加者一同記念撮影をし無事終了しました。

このように、愛知奨学基金贈呈式終了後、昨年度支援したプロジェクトの内、ビアサライ小学校への机、

椅子等の贈呈、ブラサカセム小学校図書用品の寄付等２箇所の視察を行い、各小学校生徒達へロータリア

ン持参の学用品を生徒一人ひとりにプレゼントして参りました。

翌日、次の訪問国のラオス国ルアンプラバンへ移動。

このラオスに対する小学校建設は、ＪＩＣＡ下部組織のＦＯＲＣＯＭに建設プロジェクトをお願いし実現し

世界社会奉仕委員会委員長 篭 橋 美 久

地区愛知奨学基金贈呈会場にて

地区ＷＣＳ活動につい地区ＷＣＳ活動についてて
帰国報帰国報告告

地地区ＷＣＳ活動につい地区ＷＣＳ活動についてて
帰国報帰国報告告
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た案件でした。

今年度は、去年に引き続きラオス共和国サイニャブリー県サヤブリ郡ナタック村にラオス援助プロジェ

クト第３校目の小学校建設竣工記念及び引渡し式典に出席して参りました。

これら式典の出席者は、日本大使館より目徳書記官、ＪＩＣＡ事務所より武井次長、岩佐チーフアドバイ

ザー、三好専門官、現地出席者は、サイニャブリー県副知事、県教育長、ナタック村村長、小学校長、他

村民多数の参加により、引渡し式が華やかに行われました。その後、小学校児童全員に、各クラブのご好

意による文房具の支給を行いましたが、此の時の児童の目の輝き、身体全体での喜びを参加者全員が大き

な感動を感じさせられたことと思います。

その後、村人達と一緒に祝賀会を開催し校舎建設の話に花が咲き、現地関係者方と懇親を深め、楽しい

時間を過ごしたと思います。

このようにして、引渡し式が無事終了しナタック村を後にし、昨年建設をした小学校（ホアイサラー

村）を訪ね児童全員に迎えられ、またまた、児童の喜び、目の輝きを感じ感激して参りました。

翌日、ルアンプラバンを後にして、ラオスの首都であるビェンチャン経由、バンコク空港から帰国の途

につき参加者全員無事元気にもどってくることが出来ました。

今回の視察は、過密スケジュールでありましたが、参加者皆様のご協力の基、ＷＣＳ活動が成功裏に終

えることが出来ましたこと心よりお礼申し上げると共に、今回、現地でのご協力して頂きました、ＪＩＣＡ

の関係各位にもお礼申し上げます。

皆様のクラブでも是非活発なるＷＣＳ活動をお願い申し上げます。

ナタック村小学校にて



一年以上前から杉江久三郎実行委員長を中心に準備を
進めて参りましたＩＭ。

私の日頃の心がけの悪さでしょうか大雪の中の開催と
なりました。

そのような中、安城ＲＣの 周年会場より新幹線で駆
けつけて下さった江崎柳節ガバナ－、河村嘉男地区幹事
のお二人と当分区担当の濱口栄男副幹事、そして我が南
尾張分区が誇るＰＧの松本宏先生と多くのお客様と７ク
ラブロ－タリアン全員のご登録を頂き第 地区の先陣
をうけたまわり「ロ－タリ－でいくつもの感動を」テ－
マとして、南尾張分区のＩＭが盛大に開催されましたこ
と誠に光栄であり皆様方に深く感謝申し上げます。

式典では江崎カバナ－の格調高いご挨拶を賜り続いて
私からウイルキンソン会長のテ－マにちなみ南尾張分区
は地区内最小のブロックでありそれ故、互いに知恵を分
かち合い、悩み事は７クラブ全体で解決し、知多は一つ
を合言葉として文字通り「ロ－タリ－は分かちあいの心」
で参りたいとの思いを申し上げ、一方少人数のクラブで
は毎週全員の皆さんがニコＢＯＸと大変なご苦労の中で
でのロ－タリ－活動など７クラブそれぞれが地域に或い
は国際的に他とは違う多大な貢献をされております現況

報告を申し上げ、更にもう一つの大きな目標であります
会員増強につきましては各クラブ共新しいアイディアを
取り入れ懸命な努力をされており望み多い目標達成のご
報告を申し上げました。

講演は一昨年の中部日本放
送開局 周年記念ドラマ「命
の奇跡」のモデルであられる
筒井宣政氏の莫大な負債を抱
えての事業継承の大変なご苦
労、生まれながらの心臓病に
より若くしてお亡くなりにな
られたお嬢様のご意思を心に悲しみを乗り越え、まった
くの未知の世界に挑戦され今や多くの尊い命を救ってい
ます「ＩＡＢＰバル－ンカテ－テル」の開発に見事成功さ
れた何事も世のため人のためにあくなき前向きな人生の
誠に感動的なお話を拝聴致しました。

いよいよ懇親会、冒頭に７クラブの女性事務局員さん
全員に花束を贈り日頃のご苦労にささやかな感謝を申し
上げ、松本ＰＧのご発声に始まり二人の女性シンガ－に
よる素晴らしいジャズとシャンソンを楽しみながら互い
に酒を酌み交わし、友情を深め全員で手に手つないでの
大合唱で閉会となりました。

不行き届き多々ありました
がロ－タリ－のご友情でお許
し頂き皆様が一つでも多くの
感動を味わって頂けたらホス
トクラブとしてこの上のない
幸せであり心より感謝申し上
げます。

・２・９（土） 名鉄ニュ－グランドホテル

南尾張分区ガバナ－補佐 清 水 幸 一（常滑ＲＣ）

７クラブ 名登 録 数

ロ－タリ－で いくつもの感動を”テ － マ

杉 江 久三郎実行委員長

南尾張分区ＩＭ 報告



創立 周年記念式典および記念事業小 牧

ロータリークラブ

会長 山 田 政 二
小牧ＲＣは、昭和 年（ 年）犬山ＲＣおよび名古屋守山ＲＣの両ロータリークラブをスポンサーに、誕生

いたしました。その後、両クラブを始め、ＲＩ第 地区内、東尾張分区内の各ロータリークラブと連携し、
ロータリー活動を展開してまいりました。

本年度、創立 周年を迎えるにあたり、感謝の気持ちと、今後の小牧ＲＣの発展を期するため、記念式典お
よび記念事業を実施いたしましたので、その概要につきご報告いたします。
実施する事業の柱は、２本といたしました。
Ⅰ．創立 周年記念式典および記念事業

１．記念式典
日時：平成 年１月 日（日）
場所：名鉄犬山ホテル
内容：小牧市長中野直輝様をはじめ地域内

諸団体に方々、ＲＩ第 地区ガバ
ナー江崎柳節様をはじめロータリー
クラブメンバー、会員の各令夫人な
ど多数のお客様をお迎えし、記念式
典を実施いたしました。式典の中では、記念演奏会として、小牧ロータリークラブが創立 周年記
念として行ったジュニア・ソロコンサートの入賞者６名をお招きし、ピアノ、バイオリン、フルー
トのコンサートが行われました。まだ幼かった少年・少女たちの５年間の成長ぶりは目覚ましく、
会員一同時の流れに浸りながら鑑賞した。

２．記念事業
記念事業としては、上記の記念式典中でＲ財団・米山奨学会の両者に寄付金を寄贈した。

Ⅱ． ５委員会合同事業
創立 周年式典および記念事業とは別事業で、５委員会（職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・新世代・Ｉ．

Ａ.）合同事業を実施いたしました。
日時：平成 年２月３日（日）
場所：名鉄小牧ホテル３Ｆ（小牧コミュニティーホール）
内容：『人道に関する国際会議』と銘打ち、第二次世界大戦時のリトアニア領事代理、杉原千畝氏が発給し

たいわゆる「命のビザ」をモデルテーマとして、「人権・人命」の大切さについて、８カ国からの留
学生を招き円卓会議を実施いたしました。終わりには、「人道に関する小牧宣言」を採択し発信いた
しました。
以上概略を報告させていただきました。直接記念事業とは結び付けられませんが、 年の集大成とし
て、小牧ロータリークラブより、ＲＩ第 地区ガバナー江崎柳節君が擁立できたことも、大きな足
跡として誇るべきではないかと考えております。



創立 周年記念式典及び記念事業報告安 城

ロータリークラブ

幹 事 大 見 宏

去る２月９日、安城ロータリークラブは、安城市碧海信用金庫本店において創立 周年記念式典を挙行いた

しました。当日は、江崎柳節ガバナー、河村嘉男地区幹事をはじめ、野村重彦パストガバナー、金子利夫ガバ

ナー補佐、スポンサークラブである岡崎ロータリークラブ蜂須賀利雄会長、西三河分区の各ロータリークラブ

会長、幹事、さらに、神谷学安城市長、大村秀章衆議院議員その他の公職関係の多数のご来賓のご出席を賜り、

会員も夫人を同伴しての式典となりました。

そして、細井英治実行委員長から創立 周年記念事業として、安城市に対するサイクルポートと自転車の寄

贈、生きがい日本一の都市づくり提案、創立 周年記念加藤登紀子コンサート（愛知学泉大学オーケストラと

のジョイント）、ロータリー財団への寄与等の披露がなされました。このうち、特筆すべきは、これまでの記

念事業は物品の寄贈等が中心でありましたが、今回は安城市に対し「ループ式サイクリングロード」、「サルビ

ア日本庭園」、「人生を楽しむ元気なシルバータウン構想」という３つの提案を行ったことでした。その後、ス

ポンサークラブ、年功会員、歴代会長、インターアクトクラブ顧問、ＲＣＣ隊長、事務局員への表彰状、感謝

状の贈呈が行われ、厳かな雰囲気の中で式典は無事終了しました。

出席者全員の写真撮影の後、祝宴に入り、ナタリー成田ピアノカルテットの演奏のもと、和やかな雰囲気の

中で食事をとりながら親睦を深めました。当日は、

午後から大雪となり、窓の外の雪を眺めながらの祝

宴となりました。出席者の皆様には思わぬ雪でお帰

りの際にご迷惑をおかけしましたが、思い出に残る

記念式典となりました。



国国際ロータリー国際ロータリー 第第27602760地区地区
第４回地区諮問委員第４回地区諮問委員会会

教江崎ガバナー挨拶
教協議事項
１．片山年度の地区方針
２． ～ 年度 地区予算（案）
３． ～ 年度 地区委員会組織図（案）及び委員会・役職の変更予定に

ついて
４． ～ 年度 地区ロータリークラブ拡大表（案）
５． ～ 年度 地区役員及び委員会委員（案）
６． ～ 年度 次年度チーム研修セミナー開催要項（案）・プログラム（案）
７． ～ 年度 会長エレクト研修セミナー開催要項（案）・プログラム（案）
８． ～ 年度 地区協議会指導者会議開催要項（案）・プログラム（案）
９． ～ 年度 地区協議会 開催要項（案）・プログラム（案）
． ～ 年度 地区協議会分科会指導者名（案）
． ～ 年度 地区大会（案）
． ～ 年度 地区ガバナー公式訪問日程表（案）・ガバナー補佐訪問日
程表（案）・ガバナー・ガバナー補佐訪問日程一覧表

． ～ 年度 ガバナー補佐担当表（案）
． ～ 年度 分区大会（Ｉ．Ｍ．）について
． ～ 年度 ＧＳＥについて
．地区大会・地区協議会のホストローテーションについて
．非常時対策プラン 不測の事態によるガバナーの空席への対策の件
．その他

教報告事項
・ガバナー会より ～ 年度主要行事のお知らせ

日 時： 年 月 日（土）Ａ．Ｍ．： ～
場 所：名鉄グランドホテル

［出席者］

福田Ｐ．Ｄ．Ｇ． 盛田Ｐ．Ｄ．Ｇ． 加納Ｐ．Ｄ．Ｇ．
神戸Ｐ．Ｄ．Ｇ． 石川Ｐ．Ｄ．Ｇ． 松本Ｐ．Ｄ．Ｇ．
内藤Ｐ．Ｄ．Ｇ． 野村Ｐ．Ｄ．Ｇ． 福田Ｐ．Ｄ．Ｇ．
岡部Ｐ．Ｄ．Ｇ． 豊島Ｐ．Ｄ．Ｇ． 大島Ｐ．Ｄ．Ｇ．
髙橋Ｐ．Ｄ．Ｇ． 斎藤Ｐ．Ｄ．Ｇ． 江崎Ｄ．Ｇ．
片山Ｄ．Ｇ．Ｅ．

［オブザーバー］

河村地区幹事 宮崎次期地区幹事
五藤地区副幹事

［欠席者］

奥谷Ｐ．Ｄ．Ｇ． 宮地Ｐ．Ｄ．Ｇ． 太田Ｐ．Ｄ．Ｇ．

国際ＲＹＬＡ派遣説明会
地区ライラ委員長 坂 田 憲 治

年国際ＲＹＬＡは、 年国際ロ－タリ－年次大会に先立ち、米国カリフォルニア州ロサンゼルスで
開催が予定されており、開催期間は６月 日から 日ですが、派遣生は、 日から 日まで開催されます年
次大会の出席が奨励されており、実質の滞在期間は一週間となります。
当地区からは、昨年度は２名派遣し、今年度も９月 日の選考会で、２名の派遣生を決定しました。その
後国際ロ－タリ－に登録し、登録が受理されました。派遣生は以下の２名です。

両名とも、地区のＲＹＬＡセミナ－の受講生であり、国際ＲＹＬＡへの目的意識も高く、語学力もあり、留学
経験もあります。またロ－タリ－クラブへの理解があり、帰国後の活躍が期待できる人物でもあります。
こうした経緯をへて、 月 日に「 国際ＲＹＬＡ派遣説明会」が開催されました。
出席者は、２名の派遣生、豊橋ゴ－ルデンＲＣ外山会長、高畑幹事、伊藤新世代委員長。加藤地区新世代
委員長（一宮中央ＲＣ）及び藤井副委員長（名古屋清須ＲＣ）。地区ライラ
増井副委員長（小牧ＲＣ）、牧野副委員長（岡崎城南ＲＣ）、谷山委員（豊
田西ＲＣ）、若林委員（豊橋ゴ－ルデンＲＣ）及び坂田地区ライラ委員長
（名古屋東山ＲＣ）でした。
内容は、不測の事態への対応や、保険、渡航準備等が説明されました。
なお、随行員については、１名ないし２名を派遣する予定です。
また、両派遣生は、次年度 月８日～９日に開催されます第17回ＲＹＬＡ
セミナ－で報告をしていただく予定にしています。

豊橋ゴ－ルデンロ－タリ－クラブ推薦
尾崎 正輝君 年生まれ

名古屋清須ロ－タリ－クラブ推薦
清 和音君 年生まれ



平成 年４月 日（日）
受付 ： ～ ： 会議 ： ～ ：

日 時

ウェスティンナゴヤキャッスル
愛知県名古屋市西区樋の口町３番１９号
ＴＥＬ０５２−５２１−２１２１ ＦＡＸ０５２−５３１−３３１３
ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃａｓｔｌｅ.ｃｏ.ｊｐ/

場 所

第 地区の ～ 年度の為の地区協議会が 年４月 日（日）にウェスティンナゴヤキャッス

ルで開催されます。

地区協議会の目的は、ＲＩ細則（細則 ． ）において既にご承知の通り、ロータリークラブの指導者

たちが、その理念に基づいて会員にやる気を促すことが目的です。

地区協議会はロータリーの行事の中でもっとも重要な会合です。これは各クラブの次期指導者が一堂に

会して、次年度のために研修を受け、今後のロータリー活動に対する必要な知識を授受し、ロータリー活

動に対する啓蒙を受けるべき重要な会合であります。その成果により次年度のロータリークラブの成否が

定まることと信じております。

各クラブの指導者が７月１日に新しく就任し、新しいテーマの下に継続的にその奉仕活動を進めること

の意義を認識することは地区協議会の原点であり、重要な目的でもあります。

本年度地区協議会を更に実効性のある勉学の機会とするために以下の２点について改革を加えました。

① 一般会員の方々がより参加していただきやすくなるようにご希望の分科会へ出席

できるよう配慮する。

② クラブ運営の実務の中心となる副幹事も会長エレクトと共に出席していただける

ようにする。

以上の変更により「持続可能な前進」をより強く推進できるように望んでいます。

是非多数のご登録をお願いいたします。

ガバナー 江崎 柳節（小牧） ホストクラブ 一宮ロータリークラブ

ガバナーエレクト 片山 主水（名古屋東南） 実行委員長 酒井 孝

～ 年度のための

国際ロータリー第 地区 地区協議会開催のご案内



ロータリー財団寄付一覧【前期】

年度計恒久基金使途指定寄付年次寄付１人あたり
寄付額会員数クラブ名 年 度月 度年 度月 度年 度月 度

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .半 田
南
尾
張
分
区

＄ , .＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .常 滑
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .東 海

＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .東 知 多
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .半 田 南
＄ , .＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .知 多
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .大 府
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .一 宮

西
尾
張
分
区

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .津 島
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .尾 西

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .一 宮 北
＄ , .＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ , .＄１, .＄ .稲 沢
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄１, .＄ .あ ま
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋 清 須
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .尾 張 中 央
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .一 宮 中 央

＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .瀬 戸

東
尾
張
分
区

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .犬 山
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .江 南
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄１, .＄ .小 牧
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄１, .＄ .春 日 井
＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ .＄１, .＄ , .＄ .尾 張 旭
＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ .＄１, .＄ .＄ .名 古 屋 空 港
＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ .＄１, .＄ , .＄ .瀬 戸 北
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .岩 倉

＄１, .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .名 古 屋 城 北
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .愛 知 長 久 手

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋

西
名
古
屋
分
区

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋 西
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋 南
＄ , .＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋みなと
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .名 古 屋 東 南
＄ , .＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 中
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋 瑞 穂
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋 大 須
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 栄
＄ , .＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 名 南
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 名 駅
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .名 古 屋 西 南

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 北

東
名
古
屋
分
区

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 東
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 守 山
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋 和 合
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋 名 東
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 名 北
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 千 種
＄ , .＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 昭 和
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .名 古 屋 錦
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .名 古 屋 東 山

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .名 古 屋 葵
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .豊 橋

東
三
河
分
区

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .蒲 郡
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .豊 橋 北
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .豊 川
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .田 原

＄ , .＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .豊 橋 南
＄ , .＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .新 城

＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .渥 美
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .奥 三 河

＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .豊 川 宝 飯
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .豊橋ゴールデン
＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .田原パシフィック

＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .豊 橋 東
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄９, .＄ .＄ .岡 崎

西
三
河
中
分
区

＄ , .＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .豊 田
＄ , .＄１, .＄１, .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .岡 崎 南
＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .豊 田 西

＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .岡 崎 東
＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .豊 田 東
＄ , .＄１, .＄１, .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .岡 崎 城 南

＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .豊 田 三 好
＄ , .＄１, .＄１, .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .豊 田 中
＄１, .＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .刈 谷

西
三
河
分
区

＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .安 城
＄ , .＄１, .＄１, .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .西 尾
＄ , .＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .碧 南
＄ , .＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .一 色

＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ .高 浜
＄ , .＄１, .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .知 立
＄ , .＄１, .＄１, .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .西尾ＫＩＲＡＲＡ
＄ , .＄ .＄ .＄ .＄ .＄ , .＄ .＄ .三 河 安 城

＄ , .＄ , .＄ , .＄ .＄ .＄ , .＄ , .＄ .地区合計

- 年度

財団寄付額
．７．１

～ ． ．

今期もあと４ヶ月と
なりました。 年

月末現在の各ク
ラブ毎の財団寄付
です。

財団寄付のお願い

１人寄付額を米貨
ドルの寄付を

お願いします。

〈年次寄付〉

「毎年あなたも
ドルを」

毎年各クラブ１名
以上のベネファク
ターをお願いしま
す。

〈恒久基金〉

「ベネファクターと
は、恒久基金に米
貨 ドル以上を
寄付した人」

地区
財団委員会
委員長 深谷 友尋

地区
年次寄付委員会
委員長 吉川 正敏

地区
恒久基金委員会
委員長 朱宮 新治



- 年度 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー認証者リスト ７－ 月【前期】
氏 名クラブ名氏 名クラブ名氏 名クラブ名

陶 山 嘉 伸豊 川久 米 伸 治名 古 屋 名 南村 瀬 秀 和東 海
高 橋 英 昭豊橋ゴールデン宮 嵜 良 一名 古 屋 名 南小 嶋 真一郎東 海
藤 井 宣 丸豊橋ゴールデン田 中 省 三名 古 屋 名 南服 部 茂 雄半 田 南
福 沢 省 吾豊橋ゴールデン生 田 芳 規名 古 屋 名 駅間 瀬 正半 田 南
石 原 昭 二豊橋ゴールデン山 口 春 三名 古 屋 北永 田 明 世半 田 南
石 田 喜 運豊橋ゴールデン河 合 利 周名 古 屋 北竹 内 俊 郎半 田 南
古 澤 武 雄岡 崎加 藤 芳 彦名 古 屋 北渡 辺 秀 雄大 府
小 原 睦岡 崎木 村 茂名 古 屋 北長 江 克 彦瀬 戸
清 水 芳 美岡 崎水 野 租 紹名 古 屋 北河 田 敏 和犬 山
岩 月 昭 佳岡 崎小 栗 七 生名 古 屋 北近 藤 斉 宏犬 山
山 本 邦 雄岡 崎本 多 満名 古 屋 東丹 羽 雄 三江 南
金 山 久 雄岡 崎本 多 伸太郎名 古 屋 東樋江井 誠江 南
天 野 恵 一岡 崎木 村 博名 古 屋 東河 合 美 彦小 牧
斎 藤 直 美豊 田木 村 邦 彦名 古 屋 守 山近 藤 禎 男名 古 屋 南
畔 柳岡 崎 南黒 野 貞 夫名 古 屋 千 種渡 辺 健 壱名 古 屋 み なと
小 松 正 伸豊 田 東松 居 敬 二名 古 屋 千 種梅 田 武 久名 古 屋 み なと
山 本 剛 司岡 崎 城 南尾 関 武 弘名 古 屋 千 種岡 本 善 博名 古 屋 み なと
橋 本 恭 典刈 谷佐久間 良 治名 古 屋 千 種小 倉 昇名 古 屋 み なと
竹 内 通 裕安 城上 野 広名 古 屋 昭 和高 村 博 三名 古 屋 瑞 穂
細 井 英 治安 城鈴 木 重 幸名 古 屋 昭 和三 浦 隆名 古 屋 名 南
長 田 昌 昇碧 南久 田 錦 三名 古 屋 昭 和安 藤 鍈 一名 古 屋 名 南
永 坂 隆 一碧 南中 山 信 義名 古 屋 錦浅 井 浩名 古 屋 名 南
長 田 徳 雄碧 南村 上 博 彦豊 橋 北伊 藤 博 昭名 古 屋 名 南

- 年度 地区別ポール・ハリス・フェロー認証者リスト ７－ 月【前期】
氏名クラブ名氏 名クラブ名氏 名クラブ名

長谷川 典 史豊 橋 南寺 本 光 男名 古 屋 中花 井 俊 典半 田
畑 野 泰 志豊橋ゴールデン坪 井 進 悟名 古 屋 中新 美 重 秋半 田
神 谷 馨豊橋ゴールデン吉 田 明 夫名 古 屋 大 須神 野 昌 悦大 府
中 村 成 人豊 橋 東髙 木 政 義名 古 屋 大 須木 村 正 嗣大 府
白 井 康 仁豊 橋 東伊 藤 与 則名 古 屋 大 須八 木 秀 雄津 島
宮 本 隆岡 崎犬 飼 りさ枝名 古 屋 名 南伊 藤 幸 蔵津 島
大 山 輝 美豊 田柴 田 照 子名 古 屋 名 南田 中 正 明津 島
伴 征 雄豊 田小坂井 重 樹名 古 屋 名 南横 井 定稲 沢
神 谷 和 利豊 田鈴 木 次 郎名 古 屋 名 駅今 村 與惣吉稲 沢
松 井 博 文豊 田黒 川 益 次名 古 屋 名 駅辻 勇 夫名 古 屋 清 須
小 野 雅 道豊 田溝 口 治名 古 屋 北本 間 悟尾 張 中 央
早 川 文 喜豊 田加 藤 和 彦名 古 屋 北立 松 英 大尾 張 中 央
清 川 茂 満岡 崎 南小 關 敏 光名 古 屋 名 北堀 尾 明 史尾 張 中 央
須 賀 碩 二豊 田 西荻 原 喜代子名 古 屋 千 種伊 藤 眞 人瀬 戸
岡 本 勲 夫豊 田 西樫 尾 富 二名 古 屋 千 種加 藤 景 三瀬 戸
大 嶽 岩 雄安 城久 野 峯 一名 古 屋 千 種社 本 太 郎春 日 井
寺 部 曉安 城黒 須 アイ子名 古 屋 千 種加 藤 勝 之瀬 戸 北
堀 田 益 隆碧 南水 谷 祥 督名 古 屋 千 種長谷川 伸 八名 古 屋
新 美 雅 浩碧 南丹 羽 繁名 古 屋 錦大 澤 和 宏名 古 屋
鈴 木 茂 朗一 色斉 田 康 徳名 古 屋 錦渡 邉 将 人名 古 屋 南
大 橋 均知 立小 田 康 資蒲 郡豊 田 正二郎名 古 屋 南
佐 藤 善 彦知 立大 竹 勝 俊蒲 郡高 田 和 裕名 古 屋 み なと

- 年度 地区別ベネファクター 認証者リスト ７－ 月【前期】
氏 名クラブ名氏 名クラブ名氏 名クラブ名

孕 石 邦 雄豊 田成 瀬 和 男名 古 屋 東 南猪 飼 盛 雄常 滑
本 間 毅岡 崎 南伊 藤 秀 樹名 古 屋 中木 下 勝 美知 多
加 藤 豊 生岡 崎 城 南遠 山 堯 郎名 古 屋 瑞 穂山 名 敬 一稲 沢
小 野 朝 康豊 田 中小 橋 忠 直名 古 屋 栄渡 辺 昌 夫あ ま
加 藤 俊 二刈 谷石 河 隆名 古 屋 栄鈴 木 和 彦あ ま
原 田 慶三郎安 城大 隅 紀 郎名 古 屋 名 南水 野 鉄 夫名 古 屋 清 須
竹 内 通 裕安 城近 藤 信 之名 古 屋 西 南石 川 雄 晤尾 張 中 央
田 中 正 規西 尾伊 丹 惣 三名 古 屋 昭 和寺 田 悟瀬 戸
原 田 達 八碧 南小 野 喬四朗豊 橋 南松 尾 憲二郎小 牧
神 谷 正 康一 色荻 野 修新 城津 坂 守 英名 古 屋 城 北
野 村 賢 孝知 立外 山 和 夫豊橋ゴールデン吉 田 明 弘名 古 屋 南
大 山 勝 男西尾ＫＩＲＡＲＡ梅 田 英 樹豊橋ゴールデン木 村 秀 夫名 古 屋 み なと

管 栄名 古 屋 み なと



- 年度 地区別ポール・ハリス・フェロー認証者リスト ７－ 月【前期】
氏名クラブ名氏名クラブ名氏名クラブ名

山 本 春 樹知 立清 水 敏 光蒲 郡山 田 豊名 古 屋 み なと
青 山 弦 八西尾ＫＩＲＡＲＡ日 比 嘉 男豊 川近 藤 信 之名 古 屋 東 南
太 髙 純 治西尾ＫＩＲＡＲＡ芝 本 章豊 橋 南伊 東 與有三名 古 屋 東 南
鈴 木 善 和西尾ＫＩＲＡＲＡ河 合 正 治豊 橋 南加 瀬 英比古名 古 屋 中
山 内 玄 冶西尾ＫＩＲＡＲＡ神 戸 邦 夫豊 橋 南加 藤 政 己名 古 屋 中
古 居 一 雄三 河 安 城冨 安 美 孝豊 橋 南川 島 悦 雄名 古 屋 中

宮 内 誠名 古 屋 中

御 礼
各ロータリークラブにおかれましては、ガバナー公式訪問時の 万ドル例会にご協力を賜りまして感謝と御礼
を申し上げます。
皆様のご厚志を大切に奉仕の理念に基づき使用させて頂きます。

ガバナー 江崎 柳節

− 年度 万ドル例会実施報告

世話人代表 小 幡 輝 雄（豊田西ＲＣ）
地区のロータリアンの皆様には、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
昨年の 月３日（土）愛知県トラック協会三好グランド

月 日（水）豊田市下山グランド に於いて開催しました。
今年は、豊島德三パストガバナー杯、並びに江崎柳節ガバナー杯をいただき、盛大に行われました。結果は次の通りです。

第１回戦 名古屋中ＲＣ １ × 豊田ＲＣ
豊田東ＲＣ × ３ あまＲＣ （名古屋城北ＲＣ含）
名古屋瑞穂ＲＣ × 豊田西ＲＣ（不戦勝）

第２回戦 豊田西ＲＣ ５ × ５ 豊田ＲＣ （大会規定によりジャンケン５×３で豊田ＲＣ）
豊田中ＲＣ ０ × ５ 豊田東ＲＣ

決 勝 戦 豊田西ＲＣ × ４ 豊田東ＲＣ
◇次期全国甲子園大会には、豊田ＲＣが出場することになりました。
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米山奨学ロータリー財団
金 額金 額

,,半 田
,常 滑
,東 海

,,半 田 南
,知 多

,,小計
,,一 宮
,,津 島
,,尾 西
,,一 宮 北

,稲 沢
,,あ ま

,名古屋清須
,尾 張 中 央

,,一 宮 中 央
,,小計

,瀬 戸
,犬 山

,,小 牧
,春 日 井
,名古屋空港

,,岩 倉
,,小計

米山奨学ロータリー財団
金 額金 額

,名 古 屋 西
,名古屋みなと
,,名 古 屋 中

,名古屋瑞穂
,名古屋大須
,名 古 屋 栄

,,名古屋名駅
,名古屋西南

,,小計
,名 古 屋 北

東
名
古
屋

,,名 古 屋 東
,名古屋守山

,,名古屋和合
,名古屋名北

,名古屋昭和
,名 古 屋 錦

,名古屋東山
,名 古 屋 葵

,,小計

米山奨学ロータリー財団
金 額金 額

,豊 橋

東
三
河

,豊 橋 北
,豊 川
,田 原

,豊 橋 南
新 城

,渥 美
,奥 三 河
,豊 川 宝 飯
,田原パシフィック

,,豊 橋 東
,,小計
,岡 崎

西
三
河
中

,豊 田
,岡 崎 南

,豊 田 西
,,豊 田 東
,豊 田 中
,,小計

,刈 谷

西
三
河

,碧 南
,一 色
,高 浜
,知 立
,西尾ＫＩＲＡＲＡ

,,三 河 安 城
,,小計￥ ， ，総額



年３月地区主要行事

＜式典及び記念行事＞
◆３月２１日（金） 一宮北ＲＣ創立４５周年記念例会 一宮商工会議所３階

＜地区委員会＞
◆３月１日（土） ： ～ ： 第５回青少年交換委員会 ウィル愛知
◆３月８日（土） ： ～ ： 第 回ＧＳＥ委員会 ガバナー事務所分室
◆３月 日（木） ： ～ ： 第４回社会奉仕委員会 桜ヒルズ
◆３月 日（土） ： ～ ： 第６回新世代委員会 未定
◆３月下旬 第６回青少年交換委員会（白馬スキー） 白馬

＜委員会主要行事＞
◆３月１日（土） ： ～ ： 米山奨学期間終了者歓送会・指導者教員感謝の会 キャッスルプラザ
◆３月下旬 青少年交換 白馬ＲＣとの合同スキー

＜諸会議＞
◆３月１日（土） ： ～ ： 第３回ガバナー補佐会議 ウェスティンナゴヤキャッスル
◆３月５日（水） ： ～ ： 西三河分区ＩＭ リリオ・コンサートホール、知立セントピアホテル
◆３月８日（土） ： ～ ： 西三河中分区ＩＭ 岡崎市竜美丘会館
◆３月９日（日） ： ～ ： 次年度地区チーム研修セミナー ウェスティンナゴヤキャッスル
◆３月 日（土） ： ～ ： 東三河分区ＩＭ 豊橋グランドホテル
◆３月 日（日） ： ～ ： ～ 年度会長エレクト研修セミナー ウェスティンナゴヤキャッスル
◆３月 日（土） ： ～ ： 西尾張分区ＩＭ ミッドランドホール、名鉄グランドホテル
◆３月 日（土） ： ～ ： 東尾張分区ＩＭ 名鉄犬山ホテル
◆３月 日（日） ： ～ ： 地区指名委員会 ウェスティンナゴヤキャッスル
◆３月 日（日） ： ～ ： 第５回地区諮問委員会 ウェスティンナゴヤキャッスル
◆３月 日（日） ： ～ ： 地区協議会（のための）指導者会議 ウェスティンナゴヤキャッスル

地区クラブ奉仕委員会・第２回コンセンサス会議を、去る１月 日（土）午後４時～ 日（日）午前 時まで、
浜名湖畔のホテルに於いて江崎ガバナーご出席のもと、岡本委員長はじめ、委員８名の計 名にて開催致しま
した。
当日は、「密度ある議論」・「より深い親睦」・「夜を徹しての研修」など井上副委員長のアグレッシブなご提案
のもとに、当委員会の任務である「ＣＬＰを使ったクラブ活性化」を中心テーマとして深夜まで話し合いました。
ざっくばらんな炉辺集会、しかも泊まり掛けという気楽さからか、ＣＬＰ論議からロータリーの本質にまで幅

広く、ロータリアンならではの自由かつ真剣な討論となりました。
委員会にとって今期後半の活動に勇気と期待を持つことができた有意義な一夜だったのではないかと思いま
す。

天 野 正 明（名古屋瑞穂ＲＣ）

国際ロータリー第 地区クラブ奉仕委員会
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詳細は、米山記念奨学会ホームページ【ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｒｏｔａｒｙ-ｙｏｎｅｙａｍａ．ｏｒ．ｊｐ/】をご覧ください。

１．寄付金速報 ― 下半期の寄付状況 ―
２．合格者が決定！
― 各地区で奨学生採用面接が終わる ―

３．第 地区ＩＭで米山学友が活躍
４．津波被災児の絵画集発行
―米山学友ニャーナーランカーラさん―

●今月のトピックス
★ハイライトよねやま 号★ 年２月 日発行

（財）ロータリー米山記念奨学会ニュース



『友』
興2008年規定審議会への立法案提出について

国際ロータリー（ＲＩ）の規定審議会は３年ごとに開かれ、クラブ、地区、ＲＩ理事会が提出した立
法案について審議と票決を行います。この審議会は、ＲＩの定款細則を改定する権限、ならびに新た
な決議を採択する権限をもっています。審議会には各地区からの代表議員が出席し、すべてのクラ
ブと地区は、立法案を提案することができます。
クラブまたは地区が 年規定審議会に立法案を提出することを検討している場合、クラブが提
案する案件は地区大会で承認を得なければならないこと、および立法案は 年 月 日までにＲＩ
に必着しなければならないことをご銘記ください。このほか、規定審議会のページも併せてご覧く
ださい。
ＲＩホームページ
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｒｏｔａｒｙ．ｏｒｇ/ｊａ/Ｐａｇｅｓ/ｒｉｄｅｆａｕｌｔ．ａｓｐｘ

の「会員」「方針と手続き」をクリックしてご覧になれます。

インターネット速報 年２月 日 Ｎｏ．

発行：ロータリーの友事務所
ホームページ……ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｒｏｔａｒｙ．ｏｒ．ｊｐ
編集については……ｈｅｎｓｙｕ＠ｒｏｔａｒｙ-ｎｏ-ｔｏｍｏ．ｊｐ

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

「ロータリー文庫」は日本ロータリー 周年記念事業の一つとして 年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、
電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資
料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
以下資料のご紹介を致します。

〒105‐0011 東京都港区芝公園2‐6‐15 黒龍芝公園ビル3Ｆ
ＴＥＬ（03）3433‐6456 http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前１０時～午後５時 休館＝土・日・祝祭日

ロータリー文庫

栢 ロータリー情報資料２ 栢

◎「基本にもどって」 ビチャイ・ラタクル ８ｐ （Ｄ. 地区大会）
◎「ロータリーはよいところ」 渡辺好政 ３ｐ （Ｄ. 月信）
◎「『会員増強』と『ロータリー財団』― ＲＩ長期計画の立場から」

渡辺好政 １ｐ （Ｄ. 月信）
◎「増強はクラブとロータリアンの強化が唯一の方法 それは新会員の意識を高めることから出発する」

服部芳樹 ｐ （Ｄ. 月信）
◎「ロータリークラブと女性会員」 多田 宏 ８ｐ （Ｄ. ＩＭ報告書）
◎「第二世紀を迎えたロータリーの変貌」 田村亮夫 ８ｐ
◎「ロータリーの新しい魅力を求めて」 小谷典子 ｐ （Ｄ. 地区大会）
◎「自らを省みて諸君に伝えたいこと」 米山道夫 ｐ
◎「インターアクトクラブの実践と今後のボランティア活動」

武笠和夫. ｐ （「ボランティア学習の遊人たち」から）
【上記申込先：ロータリー文庫（コピー／ＰＤＦ）】

文 庫 通 信（ 号）



会員数及び出席報告（平成 年 月）

増加会員数（累計） 名年７月１日会員数 , 名 内女性
地区内クラブ数 ＲＣ 減少会員数（累計） 名当月会員数 , 名 内女性

差引純増会員数（累計） 名当月平均出席率 .％

１月
出席率

退会入会会員数会員数会員数
クラブ名 年

１月末日
７月１日
女性

年
７月１日

. %３４０２０００名 古 屋 北

東
名
古
屋
分
区

. %３００８１００名 古 屋 東

. %３２１１１７７名古屋守山

. %４５１２０００名古屋和合

. %４３０３０７７名古屋名東

. %４００００７７名古屋名北

. %４１０３０６６名古屋千種

. %３３１４２００名古屋昭和

. %４００２０６６名 古 屋 錦

. %４００２０２２名古屋東山

. %４００３０００名 古 屋 葵

. %３４RC

. %４１０１０４４豊 橋

東
三
河
分
区

. %３３０１０００蒲 郡

. %４２１４０２２豊 橋 北

. %４２０４０００豊 川

. %３２０３２１１田 原

. %３３２１０００豊 橋 南

. %３２２３３００新 城

. %４１０１０００渥 美

. %４１０２１３３奥 三 河

. %４４０２２２２豊 川 宝 飯

. %４２０１０００豊橋ゴールデン

. %４１０３０００田原パシフィック

. %４６０１０００豊 橋 東

. %５８RC

. %４２０７１１１岡 崎

西
三
河
中
分
区

. %５３１０００豊 田

. %４２０１０２２岡 崎 南

. %３２０４０００豊 田 西

. %４２０２１００岡 崎 東

. %４５０４０００豊 田 東

. %４００１１００岡 崎 城 南

. %３１１００２２豊 田 三 好

. %４１１３０５５豊 田 中

. %３３９RC

. %３４０７３４４刈 谷

西
三
河
分
区

. %３００１０１１安 城

. %４００５１１１西 尾

. %４３０３１００碧 南

. %４００００００一 色

. %３００２０２２高 浜

. %４１０１０００知 立

. %３１０２１００西尾ＫＩＲＡＲＡ

. %４００１０６６三 河 安 城

. %９０６９RC

平均クラブ
.%平均出席率

１月
出席率

退会入会会員数会員数会員数
クラブ名 年

１月末日
７月１日
女性

年
７月１日

. %４２０２０３３半 田

南
尾
張
分
区

. %３１０１０００常 滑

. %４１０１０２２東 海

. %４００３０１１東 知 多

. %４１０１０１１半 田 南

. %２００１０００知 多

. %４００２２１１大 府

. %５０２８８７RC

. %４２０４０００一 宮

西
尾
張
分
区

. %４００００３３津 島

. %３００１０１１尾 西

. %３４０００００一 宮 北

. %４１０００００稲 沢

. %３２１３１００あ ま

. %４２０１０１１名古屋清須

. %４３０００００尾 張 中 央

. %３１１２０５５一 宮 中 央

. %２１９RC

. %３２０１１３３瀬 戸

東
尾
張
分
区

. %３３０３０００犬 山

. %４２０２１１１江 南

. %４００００３３小 牧

. %３１０２０３２春 日 井

. %３２０２０００尾 張 旭

. %３００１０３３名古屋空港

. %３１０６０６５瀬 戸 北

. %４００００１１岩 倉

. %４００１０２２名古屋城北

. %４３１００３３愛知長久手

. %１２RC

. %４３０１００名 古 屋

西
名
古
屋
分
区

. %４３０１００名 古 屋 西

. %４００３１００名 古 屋 南

. %３４０４０２０名古屋みなと

. %４２０２６５名古屋東南

. %３５０８０００名 古 屋 中

. %４１０００００名古屋瑞穂

. %４１０２０３３名古屋大須

. %３３０５２００名 古 屋 栄

. %４２０１０名古屋名南

. %４２１６０３３名古屋名駅

. %４３１４１５６名古屋西南

. %２８１,１,RC




